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木酢酸粉末及びキナ粉添加飼料給与
が銘柄豚の発育や食味に与える影響

豚 飼養管理

分類 ②

1．成果の内容

１）技術・情報の内容及び特徴

県産銘柄豚（ＷＬ。Ｄ）に市販飼料（TDN７５．３％、ＤＣＰ１２．６％）、これ

に木酢酸粉末及びキナ粉を添加した飼料を給与し、肥育時の発育や食

味に与える影響を明らかにした。

（１）キナ粉添加飼料の給与は、市販飼料だけに比べて発育は低下するが可

消化粗蛋白質の増加効果により脂肪層の厚さは７～１４％薄く、ロース断

面積は８％大きくなり改善される。しかし、キナ粉には融点の低い不飽

和脂肪酸が多く含まれているため、脂肪融点の低下により軟脂の傾向が

認められろ。

（２）木酢酸粉末添加飼料の給与は、発育や枝肉成績の改善効果はない。肉

色の明石ざは差はないが赤色は７～１０％強くなる傾向が認められる。

（３）食味の優れている豚肉は、市販飼料及び木酢酸粉末１％添加飼料給与

の場合で．その好ましい選択理由の中で一番多いのはうま味で３３～５０％

を占めている。

２）技術・情報の適用効果

県産銘柄豚用飼料原料選定の資料とする。

３）適用範囲

県下全域の養豚農家

４）成果の利活用・普及指導上の留意点

木酢酸粉末添加飼料を給与する場合は、均一に配合するように注意し

肥育後期（６０ｋｇ以上）に１％以内で給与する。
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